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1 ．目的 ・方法
　中学校2・3年生（計 80名）の 理科にお い て、シ ス テムと

して対象を捉える活動を行っ た 。 ここで は、生徒の書い た

概念図をミネソタ州 MOEA の作成した規準を基に評価す
るとともに、これまで の 研究の なか で 定着が難iしい ことが

明らかになっ てきた 「サブシ ス テ ム 」の概念の理解につ い

て、現状の 生徒の 実態につ い て まとめる。（2．結果はその
一
部である。）

　また、シ ス テ ム ア プ ロ ーチ に基づ い た環境リテ ラシーを、
既存の学習分野の 中で養っ て いく場合、どのような改善
が望まれるか 、考えられる方略に っ い て まとめ た

。

2 ．結果
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　2 年生で は 「動物の 生活と種類」
の単元 のまとめとして、人体をシス

テ ム として捉え図にまとめ る活動
を行っ た。（図1）
　2年生の こ の 単元では、「細胞一

内呼吸」「消化器官」「感覚器官」
「運動器官」「神経系」「肺循環・体
循環」の 6つ が人体の サブ シス テ

ムとして扱われることが多い
。

これ

らに つ い て 、サブシ ス テ ム に名前
を付けて書き表してあり、イン プ ッ

トとア ウトプ ッ トが適切に描か れて

い るもの を抜き出すと、以下のような数値となっ た。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要 な
概念 として示す 「部分 と事象」 「相互作用 と関係性 」
「サブ シ ス テ ム 」 「イ ン プ ッ トとアウ トプ ッ ト」 「時間

に伴 う変化 」 につ い て説明 し、同 じ用紙にま とめる欄

をっ くっ た。こ こ で は 「相互作用と関係性」 「時間に

伴 う変化」 に つ い て の記述が極端に少なか っ た。
　また、3年生 の 「自然と人間」の 単元 で は、まとめとして

各自の 考える環境問題をシ ス テム として書き表し、 それに

対して考えられる問題 点や解決策を書くとい う活動を行っ

た、図2 の ように各 自から1枚ずつ の ワ
ー

クシ
ー

トとして提

　　　　　　　　　　　　 出されたもの を評価す るとと

サ ブシ ス テム 割 合 （％） サ ブシ ス テ ム 割合（％）

細胞（内呼吸） 50 運動 器官 38

消化器官 17 神 経系 67

感覚器官 50 体循環・肺循環 29

また、ミ　・ソ タ州 MOEA 　2002 が シ ス テ ム の 　要
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2図

もに、サブシ ス テ ム に関す

る記述につ い て分析した。

　この 活動を行っ た3年生

の うち、サブ シ ス テ ム の 概
念をコ ンセ プトマ ッ プ の まと

めの なか に示すこ との でき

た生徒の 割合は 68．2％であ

っ た。

3 ．考察
　2年生の 学習に お い て、人体をシス テ ム として捉える活
動で は人体の 各部分が個別にどの ような相互作用をして

い るの か とい う視点で まとめ て い る生 徒が多か っ た。表 1
に見られるようにそれぞれ のサブ シス テム に名前をっ け、
適切なイン プッ ト・アウトプ ッ トを書き込む活動にお い て は、
それぞれ のサブシ ス テム にお い て理解の ばらつ きが見ら

れる。この 他、尿素や不要物を腎臓で濾しとり、膀胱を通

して尿として体外に出すとい う排出系につ い ては 、 中学校
で 扱う内容であるもの の、教科書にサブシ ス テムとしての

名前がなく、生徒の 記述も正 しく描けたもの は 17Y。に留ま

っ た。 また、消化器官につ い ては消化管と混同する記述
が多く、

「器官」の 概念的理解が進んで い な い
。

　2年生の この 単元は、その 規模から言 っ て、1年生の 植
物の 単元に比 べ サブシ ス テム につ い て扱うの に向 い て い

るだろう。 また 、 新しい 教科書では 「組織・器官」とい う概念
として の 階層構造を学ぶ 様になっ たため、生徒は人 体と

い うもの を眺めるときに、その 部分同士の含み含まれる関
係につ い て必ず学ぶようになっ てきて い ると考えられるが、
個 々 の サブ シ ス テム （器官）の イン プッ ト・アウトプ ッ トの 整
理など、シ ス テム としての 理解を促進する活動を、それぞ

れ の 器官につ い て の 学習が終わる度に導入するなどして 、

より理解が深まるような努力が必要であろう。 同様 に、記述
の 少なか っ た 「相互作用と関係性 」「時間に伴う変化 」につ

い ても意識的に、気づ かせる方策を考えてい く必要がある

だろう。
　3年 生では、生態系に つ い て の 学習も終え 、 また社会
科で の 「公民 」分野の 学習も終えた段階での実践であるた
め か

、 サブ シ ス テム をつ くっ て全体の 考察に生かす こ との

できる生徒は大幅に増加してい る。 彼らの 扱っ た環境問

題は、これまでにも指摘され て きた問題 で あるが、問題を

他の 部分やシ ス テムとの つ ながりの 中で扱うことができるよ

うになるこ とが 、こ の 活動の メリッ トであり、正 に環境リテラ

シーと呼ぶ べ きもの であるだろう。

4 ．まとめ

今回を含め、数回の 実践か らシス テム ア プロ ー
チを理科

の授業の なかに取り入れて いくことで 、世界をっ ながり（シ
ス テ ム ）として捉える視点が育っ て いくことは、それぞれの

学年で の記述を評価することで見えてきた。
今後は、階層的カテ ゴ リ

ー
の 発達にっ い て の 心 理学的

研究なども踏まえながら、各学年にお ける実践方法につ

い て、検討してい きたい
。
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